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要旨 

木曽谷の観光客が減少している中、国有林を地域振興に利用するため、Googleストリートビュー

を活用した取り組みを行いました。木曽森林管理署の職員がトレッカーを背負って撮影し、管内で地

域の観光資源として利用されている国有林を撮影しました。ストリートビューの公開後、情報を様々

な方法で発信しました。今回の取り組みにより世界中のユーザーに向け情報を発信することができ、

また、現地に足を運ぶことが困難な方も、国有林の自然景観を鑑賞することができるようになりまし

た。 

 

はじめに 

林野庁では、優れた自然景観を有し、森林浴や自然観察等に適した国有林を「レクリエーション

の森」として設定しています。レクレーションの森を、観光資源として活用し地域の振興につなげる

ため、森林に関する情報提供や普及・啓発に努め、国有林利用を推進する必要があると考えました。 

 

１．背景 

木曽森林管理署が管理する木曽谷流域は、長野県の南西部に位置し、森林率が約 93%と、豊かな森

林に囲まれています。江戸時代から、江戸と京都を結ぶ中山道の宿場町として栄え、日本３大美林で

ある木曽ヒノキの地としても有名です。中京圏からは、身近に自然を感じることのできる場所とし

て、人気の観光地となっています。 

しかし、近年、観光客が減少傾向にあります。表-１は木曽郡上松町に位置する、赤沢自然休養林

の来園者数の推移です。赤沢自然休養林は、優れた自然景観を有している事からレクリエーションの

森に設定され、森林浴発祥の地としても知られています。 

昭和 45 年に開園して以来、毎年多く

の人々が訪れ、平成 24年度に過去最高

の約 14万人の来園者数を記録しまし

た。しかし、平成 26年度に発生した御

嶽山噴火災害は、全国的にも大きく報道

され、災害の影響がなかった場所でも地

域の観光に非常に大きな影響を与えまし

た。赤沢自然休養林でも、来園者数が一

気に落ち込み、その後も減少傾向にあり

ます。 

一方で、近年、全国的に外国人旅行者

が増加し、木曽谷でもその傾向が見られ

ます。長野県の外国人延べ宿泊者数調査

では、木曽路は 10年前と比べると、外

国人宿泊者数が４倍以上に増加しています。  

  

表-１ 赤沢自然休養林の来園者数の推移 
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２．目的 

このような背景のなか、地域の優れた自然及び魅力ある森林や風景を、日本人にも外国人にも分

かりやすく伝え、沢山の人が当地域を訪れたくなるような情報を発信し、地域の振興につなげる事を

目的とし、Googleストリートビューを活用した取組を行いました。 

Google ストリートビューとは、Google が提供する世界中の道路沿いの風景をパノラマ写真で見る

ことができるインターネットサービスです。Google Mapや Google Earth上で利用可能で、パソコン

やスマートフォン、タブレット端末で見ることができます。 

Google ストリートビューを活用することにより以下の効果が期待できると考えます。 

（１）世界中に情報を発信 

パソコンやスマートフォンで利用できる Googleマップに掲載されることで、日本のほか世界中

のユーザーが見ることが可能となり、世界中に向けて情報発信することが可能となります。 

（２）目的の場所へ行くための強力なツールとして活用 

Google ストリートビューを用いることで、目的地のイメージをあらかじめ知ることができま

す。スマートフォンで自分の現在位置と重ね、初めて行く場所でも迷わずたどり着くことがで

き、簡単に目的の場所へ行くことができます。 

（３）現地に行くことが困難な人も森林を体験 

高齢者や傷病者など、現地に足を運ぶ事が困難な人も、パソコンやスマートフォン等を利用し

て自宅等で見ることができるため、今まで見ることができなかった景色を鑑賞することができる

ようになります。 

（４）撮影時の状況を半永久的に保存 

木曽谷の森林には貴重な温帯性針葉樹林が分布しています。ストリートビューは撮影された時

点の状況を半永久的に保存するため、これらの森林の過去の状況を確認することができます。 

以上の 4つの効果を期待し、Google ストリートビューを活用した取組を行いました。 

 

３．撮影 

Google ストリートビューの撮影

は、ストリートビューの撮影を希望

する、観光協会や非営利団体、研究

機関などに、Googleがストリートビ

ュー撮影機材を貸し出す、トレッカ

ーパートナープログラムに参加しま

した（表－２）。 

このプログラムに応募すると、初め

に撮影内容の採用審査があります。プ

ログラム応募の際は、木曽の森林の魅

力や見所、ストリートビューの利用方

法等をアピールし申込みました。撮影箇所は、国有林内で地域の観光資源として利用されている場所

や、一般の方が出入りできる場所、その場所の特徴や見所等を考慮して、４箇所を設定しました。 

採用後契約を締結し、撮影許可の取得や撮影機材のトレーニングなどの撮影準備を行います。撮

影許可は、すべて国有林内の撮影であるため、取得は不要となりました。撮影機材のトレーニング

は、Google の担当者とビデオ通話で行い、機材の使い方や撮影の方法などのトレーニングを受けま

した。 

表-２ トレッカーパートナープログラム 



写真３ 公開された Google ストリートビュー 

その後、現地での撮影を実施します。撮影方法は、トレッカーとい

う、リュックサック型のカメラ機材を背負って撮影します（写真１）。こ

のカメラで撮影された画像は、歩行者の視線から見た風景を 360 度のパ

ノラマ写真で見ることができます。トレッカーの重さは約 18㎏、撮影者

が背負うと高さが２m以上になります。トレッカーには、撮影された位

置を記録するトレッカーフォンという付属の端末があり、撮影者はトレ

ッカーフォンを持ち歩きながら撮影します。また、撮影状況はトレッカ

ーフォンを通じて Google 担当者が監視し、撮影に異常があると連絡が来

るようになっています。撮影は綺麗な画像となるよう、天候のよい日に

実行しました。機材が重く、距離が長くなるため、署の担当者や森林事

務所で撮影チームを組み、設定した４箇所の遊歩道等をすべて歩きなが

ら撮影し、合計 23㎞を 16人工で撮影しました（表-３、写真２）。 

 

 

写真２ トレッカーを背負い撮影する様子 

 

撮影終了後、撮影データを Google が画像の処理を行います。プライバシー保護のため人物の顔

や、車のナンバープレートにぼかしをかけ、位置情報の調整が行われます。画像の処理後、Google

ストリートビューがインターネット上で公開となりました（写真３）。 

 

写真１ 撮影機材トレッカー 

表-３ 撮影日程 

 



３月のプログラムの応募から９月の公開までは約半年での行程でした。また、このプログラム

は、経費はすべての行程において Google が負担し、撮影に人的負担はあるものの、かかった経費は

ゼロとなります。 

 

４．普及活動 

Google ストリートビューの公開に伴い、各方面に情報発信を行いました。新聞社へプレスリリー

ス、新聞紙面に掲載されました。また、中部森林管理局の広報誌「中部の森林」や、林野庁の

Facebook に掲載し、広くストリートビュー

の公開について情報を発信しました。 

また、公開されたストリートビューを多く

の人に見てもらうため、木曽森林管理署のホ

ームページに「Googleストリートビューで

歩く木曽谷」と「木曽谷の森語り」の 2 種類

のページを作成しました。「Google ストリー

トビューで歩く木曽谷」では、ストリートビ

ューで撮影した箇所の紹介や代表的な場所の

ストリートビュー、その場所の見どころを説

明とともに紹介し、「木曽谷の森語り」で

は、木曽谷の森林や林業に関する様々な歴史

や物語をストリートビューと組み合わせ、現

地に足を運びたくなるよう工夫をしていま

す。これらの情報が当地域に足を運ぶきっか

けとなればよいと考えています。 

さらに、作成したホームページの情報を普

及するために、QR コードや検索ワードを添

付した名刺の作成や、QR コード付きの PR パ

ンフレットの配布を行っています（写真４）。 

 

おわりに 

Google ストリートビューが公開されたことが、地元のホームページやブログ等に紹介されていま

す。地域の様々なホームページでリンクされはじめ、地元観光協会のホームページでは、今回公開し

たストリートビューを組み込み地域の見どころを紹介しています。ストリートビューは利用にほとん

ど制限がなく、自分のブログや SNSに掲載することも制限がありません。また、簡単に画像や位置情

報が SNS に投稿できるので、たくさんの景色や場所の情報が個人等によって発信され、広がっていく

と考えています。 

ストリートビューは VRグラスでも鑑賞でき新しい楽しみ方も普及してきています。高齢者や傷病

者等、現地に足を運ぶ事が困難な方が VR グラスを通じて、その場にいるように自然を鑑賞すること

ができ、たくさんの人が「旅の喜び」を体験できるようになってきています。 

今回の取り組みにより、多くの人が森林を知るきっかけ、足を運ぶきっかけとなり、国有林の利

用が地域の振興につながるよう期待しています。 

写真４ PR パンフレット 


